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～小野寺北小学校で高齢者疑似体験を行いました～
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【お年寄りの方々へ】 【子どもたちへ】

【障害者の方々へ】 【災害に遭われた方への支援】

【いわふねボランティアセンター事業】

～平成21年度　決算及び事業報告～

みなさまに支えられた
社協活動をご報告します

（１）弁当宅配サービス事業
目　　的：身体的、精神的負担の軽減を図ると共に安

否確認を行う
毎週水曜日47回　　利用者数：72名

（２）生きがい活動支援通所事業
目　　的：自立生活の助長、社会的孤立感の解消、心

身機能の向上を図る
毎週月、水、金　　
利用者数：30名

（３）寝具洗濯消毒乾燥サービス事業
目　　的：清潔で快適な生活を維持する
利用者数：９名
総利用枚数：乾燥234枚、洗濯40枚

（４）理容サービス事業
目　　的：出張理容サービスの代金の一部を助成する
利用者数：19名　　総利用件数：36件

（５）家族介護者教室
目　　的：介護の知識と技術を習得することにより、

地域における高齢者福祉の増進を図ると共
に、参加者同士の親睦を深め心身をリフ
レッシュする

実施回数：全２回　　参加者30名
（６）歳末寝具洗濯消毒乾燥サービス事業
目　　的：清潔で快適な在宅生活を維持すると共に受

託事業の啓発を図る
利用者数：９名
総利用枚数：15枚

（７）町老人クラブ、シルバードラ
　　 イバークラブへの活動支援

（１）親子ふれあいサロン
目　　的：毎月遊びや食育を通して、親子同士のふれ

あいや地域住民との協働を図る
総利用回数：815回

（２）親子ふれあい教室
目　　的：親子や仲間と共同で体験学習をすることに

より、人とのふれあいや絆を深め、自身や
人を思いやる心を育む

実施回数：全10回
参加者数：合計136名

（３）歳末寝具洗濯消毒乾燥サービス事業
目　　的：清潔で快適な在宅生活を維持すると共に受

託事業の啓発を図る
利用者数：33名　　総利用枚数：62枚

（４）町母子福祉会への活動支援

（１）外出支援サービス事業
目　　的：医療機関や公的機関等の間を送迎することに

より、日常生活圏を拡大し、
在宅福祉の充実を図る　

利用者数：56名　　
総移送回数：1,258回

（２）車椅子無料貸出事業
目　　的：一定期間車椅子を貸出すことにより、在宅

福祉の増進を図る
総利用件数：31件

（３）心身障害児・者日帰り研修事業
目　　的：野外研修をとおして、

参加者同士の親睦を
深めると共に心身の
リフレッシュを図る

参加者数：19名　　
（４）「声の広報」事業
目　　的：広報紙等を読むことが困難な方に対して、

各広報の朗読テープを作成し配布すること
により、啓発広報の増進を図る

利用者数：４名
（５）寝具洗濯消毒乾燥サービス事業
目　　的：清潔で快適な生活を維持する
利用者数：９名　　総利用件数：76件
総利用枚数：乾燥234枚、洗濯40枚

（６）町身体障害者福祉会、町心身障害児者父母の会へ
　　 の活動支援

（１）行政・人権・心配ごと相談所事業
目　　的：気軽に相談できる体制をつくり、住民の不

安解消を図る
開設日数：22日　　相談件数：11件

（２）無料弁護士相談所事業
目　　的：地域で安心して弁護士に相談ができる環境

を提供し、住民の問題解決を図る
開設日数：12日　　相談件数：48件

（３）権利擁護（とちぎ権利擁護支援センターあすてらす）事業
目　　的：地域で安心して、自立した生活を送れるよ

う生活支援や金銭管理サービスを行い、権
利と財産を守る

相談件数：６件　　新規契約者数：３名
契約者数：６名　　総活動回数：52回

（１）第22回健康福祉・環境まつり
目　　的：「地域でつくる健康福祉

と環境」をテーマとし、
誰もが住みなれた地域で
自分らしく安心して暮らせるよう交流とふれ
あいの場を設ける

社協コーナー：ふあふあ、赤い羽根バルーン配布、車
いす無料体験、高齢者疑似体験、ボランティ

（１）罹災者支援事業
目　　的：見舞金を支給し、生活意欲の助長を図る
災害見舞金交付：２件

（２）日本赤十字社栃木県支部岩舟町分区事業
①社資募集
目　　的：日本赤十字社事業内容の理解と協力を促進

し、町内はもとより世界各国の要支援者に、
人的・物的・資金的面の支援を行う

総　　額：1,865,560円（1,879,220円）
災害見舞金交付：２件　　
災害救援物資交付：２件
保管物資：布団７組、毛布20枚、天幕３張、日用品セッ

ト５個、災害用移動炊飯器１台

（１）ボランティアセンター事業
目　　的：ボランティアに関する相談、斡旋、活動支

援等を行うことにより、住民の関心と理解
を深め、積極的な社会参加の促進を図る

個人登録数：17名　団体登録数：21団体
相談件数：７件　機材等貸出件数：18件
ボランティア指定校：岩舟町内全小中学校
小地域で考える福祉教育推進モデル事業指定校：静和小学校

（２）朗読ボランティア養成講座
目　　的：「声の広報サービス」や「読み聞かせ」な

どが行われている新規朗読ボランティアを
養成し、さらに活動を活発化させることに
より、地域福祉の推進を図る

修 了 者：19名
（３）災害ボランティア養成講座
目　　的：防災意識の高揚並びに技術の習得を目指し、

災害時のボランティア活動を円滑に実施す
るため、関係組織等の連携強化を図る

実施回数：全３回　
参加者数：合計44名

（１）生活福祉資金貸付事業
目　　的：経済的自立及び生活意欲の助長促進
相談件数：17件　　新規貸付件数：５件

（２）社会福祉金庫貸付事業
目　　的：資金の貸付と継続的な支援活動により、生

活環境の改善や経済的自立を図る
相談件数：17件　新規貸付件数：16件

【低所得者福祉対策】

【地域福祉事業】

【福祉啓発活動】 ア発表会、盲導犬デモンストレーション、
こころのリフレッシュコーナー

（２）町社協広報紙「こすもす」発行
目　　的：本会の運営や事業を明確に公表し、住民の

理解と協力を得ることにより、地域福祉の
推進を図る

対 象 者：町内全世帯、県内社会福祉協議会等
発行回数：４回　　発行部数：21,200部

（３）ホームページでの情報発信

前期末支払
資金残高

321万2,115円
（9％）

積立預金取崩収入
662万2,760円
（18％）

雑収入
4万7,960円
（0％）

共同募金配分金収入
325万9,406円
（9％） 事業収入

19万9,500円
（1％）

受託金収入 
457万1,502円
（12％）

経常経費
補助金収入

1,242万2,437円
（33％）

寄附金収入 
107万1,092円
（3％）

会費収入
297万7,361円
（8％）

事務費支出
121万7,663円

(3%)

人件費支出
1,173万7,837円
（32％）

合　計
3,707万5,677円

支出の部

助成金支出 
61万6,000円
（2%）

事業費支出
673万3,717円
（18％）

貸付事業等支出
34万7,000円
（1％）

共同募金配分事業費
325万9,406円
（9％）

当期末支払
資金残高

952万6,570円
（26％）

積立預金
積立支出

197万4,440円
（5％）

経理区分間
繰入金支出
166万3,044円
（4％）

貸付事業等収入
25万1,500円
（1％）

経理区分間
繰入金収入
166万3,044円
（4％）

合　計
3,707万5,677円

収入の部

受取利息
配当金収入
26万7,500円
（1％）

負担金収入 
50万9,500円
（1％）
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おねがい
●キャップに付いているシールは、はが
してください。●必ず水洗いをし、乾か
してからお持ちください。●金属、醤
油や焼酎のボトルキャップは、集めま
せん！

ご協力ありがとうございました！

エコキャップ
収集活動報告

＊集計結果＊

期 間 平成22年4月～6月
（3か月）

個 数 42,400個

累 計
個 数
ワクチン
CO2削減

251,620 個
314.5人分
1,982kg

足利銀行岩舟支店のみなさま　約1.48kg

注意

社
協
の動

き

■
理
事
会
・
評
議
員
会
を
開
催

し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
理
事
会
】

平
成
22
年
４
月
26
日
（
月
）

○
評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て

平
成
22
年
５
月
１
日
（
土
）

○
代
表
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

平
成
22
年
５
月
26
日
（
水
）

○
平
成
21
年
度
事
業
報
告
並
び
に
一

般
会
計
収
支
決
算
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
栃
木
県
共
同
募
金
会

岩
舟
町
分
会
事
務
費
会
計
収
支
決

算
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
栃
木
県
共
同
募
金
会

岩
舟
町
分
会
寄
附
金
会
計
収
支
決

算
に
つ
い
て

【
評
議
員
会
】

平
成
22
年
４
月
27
日
（
火
）

○
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

平
成
22
年
５
月
27
日
（
木
）

○
平
成
21
年
度
事
業
報
告
並
び

に
一
般
会
計
収
支
決
算
に
つ

い
て

○
平
成
21
年
度
栃
木
県
共
同
募

金
会
岩
舟
町
分
会
事
務
費
会

計
収
支
決
算
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
栃
木
県
共
同
募

金
会
岩
舟
町
分
会
寄
附
金
会

計
収
支
決
算
に
つ
い
て

会　

長	

石
塚
英
彦
（
学
識
経
験
者
）

副
会
長	

栗
原
孝
宏
（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

第
１
理
事	

寺
内
旦
昌
（
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

理　

事	

吉
川
邦
雄
（
自
治
会
）

	

広
瀬
昌
子
（
議
会
議
員
）

	
戸
谷
勝
次
（
議
会
議
員
）

	
新
井　

博
（
行
政
）

	

麦
倉
敏
雄
（
行
政
）

	

戸
沢
正
作
（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

	

岩
崎
俊
雄
（
社
会
福
祉
施
設
）

	

小
澤
利
秀
（
社
会
福
祉
施
設
）

	

若
林
秀
夫
（
教
育
委
員
会
）

	

野
澤
幸
夫
（
小
中
学
校
長
会
）

	

戸
澤
忠
夫
（
農
業
委
員
会
）

	

永
島
仁
一
（
保
健
委
員
会
）

監　

事	

中
田
勝
雄
（
区
長
連
絡
協
議
会
）

	

鈴
木
堅
太
良
（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

評
議
員	

茂
呂
健
市
（
議
会
議
員
）

	

栃
木　

孝
（
議
会
議
員
）

	

青
木
一
男
（
議
会
議
員
）

	

渡
辺
正
治
（
議
会
議
員
）

	

山
﨑
シ
ゲ
子
（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

	

船
田
ミ
ツ
子
（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

	

松
井
梅
代
（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

	

渡
邉
明
子
（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

	

間
中
キ
ヨ
子
（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

	

佐
山
千
惠
子
（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

	

金
子
美
知
子
（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

	

新
井
順
子
（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

	

岩
崎
好
宏
（
社
会
福
祉
施
設
）

	

川
田　

亨
（
社
会
福
祉
施
設
）

	

新
井
久
子
（
社
会
福
祉
施
設
）

	
佐
山　

博
（
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

	
杉
田
達
次
（
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

	

小
倉　

正
（
身
体
障
害
者
福
祉
会
）

	

金
田
千
賀
子
（
心
身
障
害
児･

者
父
母
の
会
）

	

横
田
フ
サ
子
（
母
子
福
祉
会
）

	

佐
山　

晃
（
区
長
連
絡
協
議
会
）

	

土
田
和
夫
（
区
長
連
絡
協
議
会
）

	

小
松
原
利
文
（
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
）

	

浅
野
德
一
郎
（
交
通
安
全
協
会
）

	

荒
井
孝
一
（
人
権
擁
護
委
員
）

	

川
原
井
諭
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
）

	

津
野
昌
子
（
保
育
所
保
護
者
会
）

	

佐
山
修
一
（
農
業
協
同
組
合
）

	

須
藤
盛
夫
（
商
工
会
）

	

小
林
満
子
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

	

恩
田
光
雄
（
自
治
会
）

	

金
附
照
美
（
自
治
会
）

新
役
員
・
評
議
員
が
決
定
し
ま
し
た
（
任
期
平
成
22
年
５
月
１
日
～　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

平
成
24
年
４
月
30
日
）

内　容：ペットボトルキャップを捨てずに、リサイク
ルすることでＣＯ２の排出を抑制し、再利
用製品の益金で発展途上国の子どもへワ
クチンを寄附します。

協力方法：社協窓口にお持ちいただくか、遊楽々館、
公民館の設置箱に入れてください。

～エコキャップ収集活動～
集めるときはシールをはがし、水洗いしてね！

ちょボラのわ広がる♪つながる♪
いつもボランティア活動にご協力をいただきありがとうございます。

今回は「だれでも」「かんたん」に参加できるものについてご紹介いたします。

シールがついていたり、汚れてい
ると回収できません。せっかく集
めても無駄になってしまいます。

あなたも「ちょボラ（ちょっとのボランティア）」してみま
せんか。お気軽に、町社会福祉協議会内
ボランティアセンターにご連絡ください。

いわふねボランティアセンター
ＴＥＬ ５５－２４３８



～料理ボランティア養成講座～
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手際の良さは
さすがです！

まるくなったかな？ 手作りのおだんごおいしいね

いちごをパクッ！

いつもはとばしておりている階段だけど…

おじいちゃんに
早変わり！

いっしょにダンス♪

＊おだんごづくり＊ ＊エプロンマミーと
歌ってあそぼう＊

＊いちごつみ＊

　6月11日（金）は、在宅栄養士のエプロン
マミーの方々にお越しいただき、食べ物や栄養
について、歌
とおどりを交
えながら、み
んなでお勉強
しました。

８月19日（木）	プール遊び（帽子・水着・タオル）
９月17日（金）	親子クッキング
10月14日（木）	運動会（こなら館）

　4月15日（木）は親子でおだんごづくりをしました。子ど
もたちはお母さんに教わりながら、小さい手でいっしょうけ
んめいおだんごをまるめていました。できたてのおだんご
は、みんなでおいしくいただきました。

　5月13日（木）、フルーツパーク
でいちごつみをしました。みんない
ちごを手にとると、次々口の中へ…。
子どもも大人もみんな笑顔で、いち
ごつみを楽しみました。

遊びにおいでよ！
親子ふれあいサロン

今後の予定

　

６
月
７
日
（
月
）
か
ら
７
月
５

日
（
月
）
ま
で
の
毎
週
月
曜
日
、

全
５
回
に
わ
た
っ
て
料
理
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

栃
木
県
健
康
倶
楽
部
の
方
に
ご

指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、
レ
シ
ピ

を
片
手
に
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

講
話
も
一
緒
に
受
け
る
こ
と
で
、

食
事
、
栄
養
に
つ
い
て
さ
ら
に
意

識
が
高
ま
り
、

い
つ
も
の
調
理

法
に
変
化
が
現

れ
た
方
も
い
た

よ
う
で
す
。

～みんなちがって、
　　　　みんないい～
　６月１６日（水）に小野寺北小学校の４年生の総
合的な学習で高齢者疑似体験を行いました。
　装具を身につけ、杖をついて学校の中を歩きま
した。いつもは不自由なく生活している学校です
が、初めての経験に子どもたちはひと苦労。思わず
「どっこいしょ」の声がもれることも。ペアになっ
たお友だちのやさしい援助を受けながら、なんと
か体育館まで戻ることができました。おじいちゃ
ん、おばあちゃんの大変さを実感するとともに、
いたわりの心も学びました。

　

今
後
は
、
高
齢
者
の
方
の
会
食

サ
ー
ビ
ス
や
ふ
れ
あ
い
館
の
食
事

づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

躍
さ
れ
る
予

定
で
す
。



もっと知って
しょう がい

『障害』のこと！！
！！
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それから……
　不便や不自由な思いをされている人に気づいた時は「何かお手伝いす
るかとはありませんか？」と声をかけてください。
　知らない人に声をかけることはとても勇気のい
ることですが、ひとりひとりの勇気とやさしさが
「ともに生きる心豊かな地域づくり」につながると
思います。

からだの障害には……
目に見える部分

4 4 4 4 4

が不自由な人と
見えない部分
4 4 4 4 4 4

が不自由な人がいます。

例えば

からだに
不自由が
あっても

…目の不自由さ
…聞き取りや話すことの不自由さ
…内臓の病気による不自由さ
…手足や体の不自由さ

…めがねをかけること
…補聴器をつかうこと
…心臓のペースメーカーをつけること
…車いすや杖、義足をつけること

などで不自由な生活が少なくすることができます。

　

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
五
月

二
十
二
日
、
町
総
合
運
動
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
町
内
十
三
の
ク
ラ
ブ

三
十
三
チ
ー
ム
が
参
加
し
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り

◎
団
体
の
成
績

　
　

優　

勝　

こ
と
ぶ
き
会
Ａ

　
　

準
優
勝　

畳
岡
松
寿
会
Ａ

　
　

第
三
位　

和
泉
と
き
わ
会
Ａ

　

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
単
位

ク
ラ
ブ
が
三
十
二
団
体
登
録
さ
れ
、

健
康
づ
く
り
、
友
愛
活
動
、
奉
仕
活

動
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
団
体
の
組
織
化
が
減
少
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
単
位
ク
ラ
ブ

で
は
、
新
規
会
員
の
加
入
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

健
康
で
充
実
し
た
毎
日
が
送
れ
る

よ
う
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
、
多
く
の
人

と
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

　

新
規
加
入
者
は
、
最
寄
の
単
位
会

長
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

心
身
障
害
児
者
父
母
の
会

で
、
６
月
15
日
（
火
）
佐
野
消

防
署
の
方
の
指
導
の
も
と
、
普

通
救
命
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
に
つ
い
て
講
義
と
実
践
を
と
お

し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

講
習
後
は
修
了
証
が
授
与
さ

れ
、〝
も
し
も
〟
の
時
が
あ
っ

て
は
困
る
け
ど
、
そ
ん
な
場
面

が
あ
っ
た
ら
今
回
体
験
し
た
こ

と
で
活
か
せ
る
か
も
し
れ
な
い

と
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

◎
個
人
賞　

　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

　
　

三
浦
侑
子
（
下
津
原
東
長
会
）

　
　

熊
倉
勝
次
（
下
津
原
東
長
会
）

　
　

猪
熊
栄
子
（
親
和
会
）

　
　

野
尻
シ
ン
（
畳
岡
松
寿
会
）

　
　

熊
倉
誠
一
（
こ
と
ぶ
き
会
）

　
　

小
島
フ
サ
（
和
し
の
会
）

　
　

山
木
ト
モ
（
和
し
の
会
）

初めてのＡＥＤに真剣。

備
え
あ
れ
ば
憂
え
な
し

～
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
を
受
講
し
ま
し
た
～

～
み
ん
な
で
和
気
あ
い
あ
い
　

　
老
ク
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
～

老
人
ク
ラ
ブ
加
入

促
進
活
動
に
つ
い
て

シリーズ第1回
からだの障害（身体障害）

おめでとう
ございます

優
勝
し
た
こ
と
ぶ
き
会

　
　

Ａ
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
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ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
時
は
心
配

ご
と
相
談
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
事
例
と
し
て
は
、
家
庭
内
暴
力
や
借
金
の
返
済
な
ど
様
々
な

困
り
ご
と
に
対
し
て
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
相
談
者
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
は
お
守
り
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
：
８
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　
　

８
月
30
日
（
月
）

　
　
　
　
　

９
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　
　

９
月
28
日
（
火
）

　
　
　
　
　

10
月
18
日
（
月
）

　
　
　
　
　

10
月
28
日
（
木
）

■
時　

間
：
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
時
30
分

■
場　

所
：
遊
楽
々
館

■
相
談
日
：
８
月
９
日
（
月
）

　
　
　
　
　

９
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　
　

10
月
８
日
（
金
）

■
時　

間
：
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分

■
場　

所
：
遊
楽
々
館

※
予
約
制
で
す
。
事
前
に
お
電

話
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
／
予
約
：

　

℡
55
‐
２
４
３
８

心
配
ご
と
相
談

無
料
弁
護
士
相
談

　

現
在
、
町
で
は
誰
も
が
住
み

な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に「
地

域
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
に
連
携
を
し
て

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て

も
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を

策
定
し
て
お
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
、
町
内
４
，
０
０
０
世
帯

を
対
象
に
行
い
ま
す
の
で
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

町
健
康
福
祉
課

　
　
　

℡
55

－

７
７
５
９

町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

℡
55

－

２
４
３
８

～押し花教室～ ～フラワーアレンジ教室～

～型染め教室～ ～エコクラフト教室～

【対 象 者】町内在住の幼児、小学生、中学生、高校生とその保護者
【申込方法】①住所　②氏名　③電話番号　④参加教室名　⑤参加日　を下記まで連絡してください。
【申込み・問合わせ】
　町社会福祉協議会　　　　　電話	５５－２４３８　FAX５５－５５９０　mail：i-welfare@cc9.ne.jp
　町教育委員会　社会教育課　電話	５５－２５００　FAX５５－５０６５　mail：syakyou@town.tochigi.jp

　　　　7月 2４日（土）、７月２８日（水）
　　　　午後1時 30 分～ 4 時
　　　　旧水道庁舎
　　　　小島　桂さん
　　　　各日１０名
　　　　1人５００円（材料費）

　　　　8月３日（火）、８日（日）
　　　　午前９時～１２時
　　　　旧水道庁舎
　　　　若月　幸江さん
　　　　各日２０名
　　　　1人1,000 円（材料費）

　　　　７月３１日（土）８月４日（水）
　　　　午前１０時～１２時
　　　　町健康福祉センター「遊楽々館」
　　　　竹村　芳さん
　　　　各日２０名
　　　　1人１，０００円（材料費）

期　日
時　間
会　場
講　師
定　員
参加費

期　日
時　間
会　場
講　師
定　員
参加費

期　日
時　間
会　場
講　師
定　員
参加費

「芸術の里づく
り事業」 夏休み 親子ふれあい教室

いわふねチャレンジ工房
～ 参加者募集 ～

親子で一緒に
  やってみよう！

親子で一緒に自分だけの作品を作り上げてみませんか！

きれいな押花絵づくりにチャレンジ！

好きな型紙を使って、オリジナルハンカチ作りにチャレンジ！

すてきな花かごづくりにチャレンジ！

リサイクル素材の紙バンドを使って、
キャンディバスケット作りにチャレンジ！

　　　　７月２３日（金）、８月７日（土）
　　　　午前１０時～１２時
　　　　町健康福祉センター「遊楽々館」
　　　　柏瀬由子さん、赤佐雅美さん
　　　　各日２０名
　　　　1人５００円（材料費）

期　日
時　間
会　場
講　師
定　員
参加費
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ふれあいネットワーク
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ページ

みんなちがって、みんないい
～小野寺北小学校で高齢者疑似体験を行いました～

COSMOSCOSMOS 　社会福祉協議会は、民間組織としての自主性と
広く住民や社会福祉関係者に支えられた公共性と
いう、２つの側面をあわせ持った組織であり「誰も
が安心して暮らせる福祉のまちづくり」を目指し活
動をしております。
　会費募集におきましては、実際の活動に参加い
ただけない方にも地域福祉を推進していく「サポー
ター」として応援していただきたいという趣旨で行
わせていただいております。なお、加入は任意で
すがみなさまのご協力をよろしくお願いします。

■募集期間
　７月１４日（水）～８月２０日（金）
■会員区分
　普通会員　１世帯あたり	　	６００円
　特別会員　１世帯あたり	１，０００円
　賛助会員　１世帯あたり	２，０００円以上
　施設会員　１施設あたり	５，０００円
■募集方法
　会費のとりまとめは、自治会役員にお願い
　しています。

社協会員会費募集にご協力ください
〜あなたの会費が活動源〜

社協会員会費募集にご協力ください

─ 8─

ふっくんの
おうち

岩舟町社会福祉協議会

ホームページをご覧ください

この広報紙は、赤い羽根共同募金の配分金により作成されています。
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あたたかい善意をありがとうございました

・匿名希望様	 １，０００円
・三谷勝夫様	 ４０，１００円
・川島七郎様	 １０，０００円
・町女性団体連絡協議会様	 ６，１２４円
・ＪＡ下野岩舟地区女性会様	 ５，０００円
・岩舟町カラオケふれあい会様	 １５，３１５円
・匿名希望様	 ３，０００円

・五家英子とみんなで
　楽しく踊ろう会様

車いす１台
・茂呂テル子様

拡大読書機とテレビ

─４月～６月分─

◎地区社協への活動助成金
◎親子ふれあいサロン
◎親子ふれあい教室
◎ボランティア活動の支援
◎福祉講座の開催
◎小中学校における福祉教
　育の支援

◎お弁当宅配事業へ
◎エコキャップ事業へ
◎ボランティア講座へ
◎高齢者お弁当づくり
◎権利擁護事業
◎社会福祉金庫貸付事業

会員会費は、

などに使われるんだよ！

会員会費って、
何に使われるの？

あたたかい善意をありがとうございました




